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１. はじめに
日本の幼児教育ではよく ｢保育｣ という語が使わ
















２. 戦前の保育現場における ｢保育｣ の使われ方
１) 戦前の幼稚園における ｢保育｣
｢保育｣ という語が保育現場で使われるようになっ
たのはかなり昔にさかのぼる｡ 明治９ (1876) 年
に本邦初の幼稚園と言われる東京女子師範学校附属
幼稚園 (現.お茶の水女子大学附属幼稚園, 以下女
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項目は遊戯, 唱歌, 談話及び手技とす｣ と示され,




として ｢保育課程｣ ｢保育期の区分, 保育日数｣ ｢保
育料｣ が挙げられるなど, ｢保育｣ という語が幼稚
園の法規で使われていく｡ これらの ｢保育｣ の意味
を君島２)は, 幼稚園教育が小学校教育と一線を画す
る特徴をもったものとし, 幼稚園の教育が ｢家庭養






































その後, 昭和13 (1938) 年に ｢社会事業法｣ が成







が, 昭和10 (1935) 年の第８回社会事業大会では
｢保育所令｣ の要綱をまとめ厚生大臣にあてて建議
する７)など, 次第に託児所・内務省関係者の中でも
｢託児 (所)｣ ではなく ｢保育 (所)｣ という用語を
使うようになる｡
上記の幼保二元化制度の原型が作られたのは, 大




















































































いが, 昭和17 (1942) 年に文部省が刊行した ｢幼
児保育に関する諸問題｣ では, ｢本来 『保育』 と言
う言葉は幼稚園教育のことを意味するものとして明
治以来通用していたのであるが, 託児所側が 『託児』

























































































結果となり, 続く昭和39 (1964) 年の幼稚園教育
要領の改訂, 昭和40 (1965) 年の保育所保育指針
通達へと展開し, 決別の道をたどる｡ それは平成10
























流れを受け, 昭和26 (1951) 年の児童福祉法第５
次改正で第39条には ｢保育所は日々保護者の委託を
受けて, 保育に欠ける乳幼児を保育できる｣ と ｢保
育に欠ける児童を保育できる｣ の２つの文言が追加
され, これにより保育所における ｢保育｣ の概念は
以下の２つの意味を内包する言葉になる｡












校し, 放課後, 保育所に帰ってきて, 昼食や間食,











和51 (1976) 年の厚生省による ｢都市児童健全育
成事業実施要綱｣ により児童育成クラブの設置が始

































厚生省は昭和25 (1950) 年に文部省の ｢保育要領｣










いく｡ しかし, 文部省が昭和31・39年に ｢幼稚園
教育要領｣ を刊行・改定したことも影響し, 昭和40










(1990) 年の保育指針には ｢家庭養育の補完｣ とい
う言葉が出され, 保育に欠ける家庭を保育所保育が
補って完全にするという考えが示される｡ これは平






て位置付けられる｡ 昭和22 (1947) 年の学校教育
法第22条に ｢幼稚園は幼児を保育し｣ と示され, そ




成したものであった｡ しかし, 昭和25 (1950) 年




要性が出されたことから, 昭和31 (1956) 年に
｢幼稚園教育要領｣ を刊行し, 幼保一元化の方針は
消滅する｡ 文部省ではこの幼稚園教育要領以降, 本
文中に ｢保育｣ という語は使わず, その代わりに
｢幼稚園教育｣ という言葉を使用するようになる｡
この傾向は, 昭和39年, 平成元年・平成10年の教
育要領でも続き, ｢幼稚園教育｣ ｢教師｣ という言葉





教育｣ との対比で ｢幼稚園教育｣ という言葉が使わ







ない｡ この昭和39年の教育要領に ｢養護｣ という語







４. 現在の集団保育における ｢保育｣ の概念
以上のように, 戦後, 幼稚園においては ｢保育｣
という語は使わずに ｢幼稚園教育｣ ｢教育｣ という
語を同義語として使用する一方, 保育所においては





通する ｢(乳) 幼児の保育｣ とは何を意味している
のかを, 以下分析する｡
｢保育｣ の根本的概念化は, 中村五六にさかのぼ
る ｢保護養育の略｣ とされる｡ これは, 幼児の教育
法は, 保母や母親が子どもを保護すると同時に養育
する側面をもつものとし, 保護の ｢保｣ と養育の













護の ｢保｣ と教育の ｢育｣ が合わせたものが ｢保育｣
であるとしたのである｡ この ｢保護｣ という語は,




辞典では ｢保育｣ の英訳をearly childhood care
and educationとし, 保育所保育の児童を保育する
ものという概念を除くと, 保育は ｢乳児・幼児に対


























































た ｢養護と教育が一体となった｣ の ｢養護｣ は, 前
回までの ｢基礎的事項｣ の内容が養護として ｢生命
の保持｣ と ｢情緒の安定｣ として説明され, ｢教育｣
は幼稚園と同じ５領域として位置づけられ, 表記方
法も平成20年の幼稚園教育要領とほぼ同じ形・内容



















に, 幼稚園教育の内容を ｢健康・社会・自然, 言語,
音楽リズム・絵画製作｣ の６領域に分類し, それぞ













ことが領域 ｢健康｣ の中で示された｡ 続いて平成元・
10・20年の教育要領では, ｢生命の保持｣ に関する
ことは領域 ｢健康｣ の中で ｢身の回りの清潔, 衣服
の着脱, 食事, 排泄などの生活に必要な活動を自分





揮する｣, 領域 ｢人間関係｣ の中で, ｢身近な人と親
しみ, かかわりを深め, 愛情や信頼感をもつ｣ ｢教
師との信頼関係に支えられて自分自身の生活を確立
していくことが人とかかわる基盤となることを考慮













































































意味では, ｢保育｣ は明治以降 ｢保護教育の略｣ と
して説明され, ｢対象が幼児である場合, 児童以上
の人間を対象とするものと異なり, 同じ教育といっ
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図２ 保育所・幼稚園での ｢保育｣ の考え方
